
算数授業研究会(１年、４年)がありました
先週木曜日、教育事務所の小田長早苗指導主事を招き、算数の授業研究

会が行われました。授業ではたくさんの先生方に囲まれて、いつもよりも
ちょっぴり緊張気味の子どもたちでした。

１年生は、「繰り下がりのある引き算」で、減々法(げんげんほう※１２－
３の場合、２－２＝０ １０－１＝９)という計算の仕方の学習でした。
これまで学習してきた減加法とは違う方法なので、少し戸惑ったお
子さんも見られましたが、４５分間びっしりがんばりました。

４年生は、「分数の足し算・引き算」で、図や数直線を活用して答
えを導く学習でした。ここでは、１／□をもとにして、みんなを納
得させるような説明ができることが、大切な「めあて」でした。頭
でわかっていても、説明はなかなか難しいものです。
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学校教育目標 ゆめにむかって えがおいっぱい みんなでチャレンジ

＜学習の秋田県大会だー！＞

県学習状況調査を行う 粘り強さを発揮！
昨日、例年この時期に行われている「県学習状況調査」が行われ、県内の

４年生以上の小学生全員が一斉に取り組みました。まさに、学習の秋田県大
会です。実施の目的は、これまで学習したことが、どの程度一人一人に身に
付いているかを確認したり、指導方法の改善に生かしたりするためです。

朝の１校時から始まった調査（テスト）でしたが、これまで自分ががんばってきた成果を出し切
ろうと、テスト用紙と格闘する姿があちらこちらで見られました。とくに５年生と６年生は、４教
科（国算社理）のテストに一日まるまる費やしたので、とても疲れた様子でもありました。

秋田県の小中学生の学力は全国トップレベルを
維持しています。その理由として、ある専門家の
方は、「学校での授業力の高さ」と「家庭学習の
充実」と話していました。どんなことでもそうで
すが、子どものよりよい育みには、「家庭」と「学
校」の双方がそれぞれの役割をしっかり分担し、
責任を果たしていくことが大切だと思います。

定期演奏会へご来場くださり、ありがとうございます
日曜日に開催した本校金管バンド部による「定期演奏会」に、多くの皆様のご来場を頂戴しまし

た。ありがとうございました。
子どもたちは、たくさんの曲
をしっかり覚え、心にビンビ
ン響く演奏をたっぷり聴かせ
てくれました。感動しました。

なお、この時の様子が以下
の日程により、ＦＭはなびで
放送されます。

１２／４(金) 午前７：４５



第８３回秋田書道展覧会

硬筆の部 １年 菅原藍琉さん 褒状 古村風芽さん 入選 進藤恵美さん 入選

２年 千葉陽太さん 一等 髙橋夏音さん 二等 皆川煌星さん 三等

荒川めぐさん 褒状 小松隼士さん 褒状 柴田優莉さん 入選

半紙の部 ２年 髙橋夏音さん 入選 八つ切りの部 ６年 熊谷柊哉さん 入選

中仙バレーボールスポーツ少年団

令和２年度６年生応援

全県小学生バレーボール交流大会

優 勝

＜一人勉強ノートの紹介＞
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